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当院では毎年 4 月に Balance Score Card（BSC）を用いて経営戦略を立てており，各部署に於いても
病院方針の BSC に基づいて計画し全部署で BSC の発表を行っています． 2012 年の戦略目標は「ブ





































年の 7 月に 5 人のｻｰﾍﾞｰﾔｰが来院し、書類審査と立入検査が実施されました。（書類合格してから訪問審
査までに半年間ありましたが，その間に訪問審査時に準備する資料を整理しました）訪問審査の結果い
くつかの指摘事項がありましたが，速やかに改善し再提出しました．その結果 10 月に認定され，11 月
に第 54 号として登録されました．全国赤十字病院第 1 号を目指していましたが、残念ながら 2014 年に





































行 為 の 正 当 化
































































































































































「1. 平成 26 年度分の照射録又は依頼伝票」 




1.3 PACS 画面上の４隅に氏名,ID，撮影日，時刻のほか撮影条件を表示しました    
     一般撮影は kv，mA，mSec、MMG は kv，mAs，平均乳腺線量、X-TV は kv，mA，mSec，






「2. 過去 3 年分の病院職員•地域住民を対象とする医療被ばくに関する講習会等の回報および結果に
ついての資料」 
2.1 地域住民を対象とした取組として 
        旭川市の健康祭りに旭川放射線技師会が共催して「あなたの為の放射線展を開催」しまし
た。医療被ばく相談コーナーで当院の被ばく相談員が地域住民へ対応しました。 
      旭川赤十字病院ホームページに医療被ばく資料を掲載 
      旭川赤十字病院サービス向上委員会にて出前講義を実施，外来待合および，病棟ラウンジ
で医療被ばくの DVD 作成し放映した 
2.2 病院職員を対象とした講習会（平成 24.25.26.年度）開催 
      新入職員研修と医療安全研修会で全職員対象に年 1 回実施し， 
個人線量計で管理している職員（検査専門・手術室・検査に携わる病棟）に対しては部署
ごとに年 1 回講習会を行った． 
2.3 放射線科の会議等の記録 
      学会発表一覧，会議資料と参加者名簿 
      BLS 講習会，医療安全，感染管理研修会の参加記録 
      放射線科勉強会，学会，研修会報告，医療被ばく講習会の資料及び参加名簿 
      各種の認定資格取得者一覧 
 
「3. 検査・治療による放射線被ばく線量一覧」 













PCXMC（一般，透視）と ImPACT（ＣＴ）を購入し対応した． ImPACT は無料ですが，Data
の NRPB-SR250 が有料であり，海外製品調達サービス会社を通して PCXMC と NRPB-SR250













































PCXMC2.0 ソフトの使用方法 について 
PCXMC は Windows ベースのモンテカルロプログラムでありⅩ線検査における患者の臓器・
組織の吸収線量を計算することが出来る．  PCXMC は Ver1.5 と Ver2.0 があり Windows
７で問題無く動作する．   起動すると 6 個のボタンからなる Main menu が表示される 
1.Examination data Ⅹ線検査データの入力 
2.Simulate ﾓﾝﾃｶﾙﾛｼｭﾐﾚｰｼｮﾝを行う． 
3.Compute doses   線量計算 
4.Risk assessment 
5.about     




1.Examination data   
Ⅹ線検査データの数値入力画面で 数値入力しファイル名を付けて保存する 
 
2.Simulation 画面からﾓﾝﾃｶﾙﾛｼｭﾐﾚｰｼｮﾝを行う． Opendata から先に保存した DF2 ファイル
を選択すると自動的に計算が始まる．実行時間は，ｼｭﾐﾚｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀの kev と Number of photons
で決まるが 100,000 でも 30sec 程度で終了する 













3.Compute doses で線量計算画面になるので，changeX-raySpectrum をクリックすると 




 Exit:Generate this 
spectrum!で Back Grand で計
算され元の線量計算画面に戻る． 
次に open MCdata for dose 
calculation をクリックでｼｭﾐﾚｰ
ｼｮﾝ結果を指定する画面があら








  patient input dose 画面が現れ，Current 





































                



























    16 列の CT までしか対応していない 
    AEC に対応していない 
    小児の場合は係数を掛けて計算が必要 
    日本語版ではない 
 
WAZA-ARI v2 の特徴 
web で利用でき、インストールやメンテナンスが不要 
    日本人の体格に対応（標準・肥満型・痩せ形）小児にも対応（0・1・5・10・15 才） 










































































 始業・終業点検は各装置の RIS 端末で運用し，起動すると始めの画面が「始業・終業点検」が現れる














 2015 年 7 月 7 日 病院長のあいさつの後， 会議室にてサーベイヤー5 名で書類審査が行われた．
予め用意した訪問審査準備資料 14 項目のﾁｪｯｸが行われた後，立入検査が実施された．  
 立入検査では，掲示物のチェック（被ばく線量一覧，標識）や，被ばく相談フロチャート，機器の始



























認定取得することによって   
１. 第 3 者評価により改善点が明確になり，医療被ばくに対する問題点の顕著化により職員の改善意識
の向上が期待できる． ２. 医療被ばく低減の目的で，検査マニュアルの見直すきっかけになる．３. 
認定される事により，認定証，認定プレートの掲示が放射線診療の安全性，信頼性をアピールすること
になる． ４.  放射線防護の最適化及び放射線量の測定，管理には診療放射線技師が必要不可欠である．
などが考えられます ． 
医療被ばくの適正化は患者に安心できる放射線診療を提供することになります．今後，多くの病院が
医療被ばく低減施設認定を取得することを願っています． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
